
次世代農林水産業創造技術





重点目標①： 日本型の超省力・高生産なスマート農業モデル



スマート農業モデル（水田農業）

スマート農業モデル（施設園芸）

生育･気象･水位･水温等ビッグデータによる農作業管理とスマート農機群の開発

オミクス解析データ・生理生態データを組み合わせた栽培環境制御と
光や天敵等を活用した防除技術の開発により生産コスト低減と高付加価値化
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【養液栽培適性品種】
高品質・多収の新品種「鈴玉」や民間新品種＋SIP開発台木品種

環境･生育データの自動集約

各品種の物質生産能力を引き出す

環境を提示するプログラム

インターネットで

接続・制御

軽労化・機能性向上

人に嬉しい!

農薬使用量5割削減

環境に優しい!

高糖度かつ可販果収量を確保するモデルを構築
品種ごとの最適栽培環境や生育・収量予測を提示

ビッグデータ（ゲノム情報、
オミクスデータ、環境情報、
生理生態データ）を利用

AI（機械学習）による解析・

モデル化

IoT（自律型センサー・機器）

による制御

生理生態データ
(収量、物質生産、
品種間差、栽培条件)

オミクスデータ

(遺伝子発現、代謝産
物、植物ホルモン等
の網羅的な情報)

天敵、LED、忌避剤等を用いた
化学農薬に依存しない害虫管理技術

ゲノム編集を利用した
高品質品種等の開発

0

50

100

150

200

250

G
A
BA
含
量

(m
g/
10
0g
FW

)

食 高齢 用の削減

(mg/100 gFW)

15
48

•

•

•

•

•

•

標的遺伝子にピンポイントで確実に・効率
的に変異を導入することにより、 低生産
コスト・高付加価値トマトの開発を行う

対照ゲノム
編集個体

SlGAD2遺伝子



重点目標②： 新素材開発等による農林水産物の高付加価値化



高付加価値化（健康機能性）

新素材開発（木質リグニン）



SIPが目指す我が国農林水産業の将来像

スマート農業による「Society5.0」の実現
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